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9. 研究実績の概要

深層学習による語彙表現の手法を考案した。本年度の具体的な成果は、次の２点である。

１）文脈に適応する動的な語彙表現を提案し、ニューラルネットワークに基づく構文解析システムに取り込んだ。

２）多目的最適化法(ADMM)を利用し、よりフレキシブルな語彙表現の学習手法を提案した。様々な文脈情報や外部知識を考慮するため
に、新しい目的関数の追加により簡単に実験を行うことができるようになった。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

計画通り新しい手法を提案し、自然言語処理のタスクで評価を行った。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

自然言語処理 機械学種

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

今後は計画通り、実装を並列化することによって高速化し、様々な手法を比べる。最終的に精度を上げるように研究を行う。

（理由）

（使用計画）

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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〔雑誌論文〕　計( ０ )件　　うち査読付論文　計( ０ )件

〔学会発表〕　計（ １ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

総ページ数書　　名 発行年

出　版　社著　者　名

発表年月日

2015年05月07日～2015
年05月09日

学　会　等　名

International Conference on Learning Representations (2015)

発　　表　　標　　題　　【発表確定】
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Daniel Fried, Kevin Duh
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